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こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
首
相
が
議
長
を
務
め
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
、
経
済
財
政
運
営
の
基
本
方
針
に

な
る
「
骨
太
の
方
針
２
０
１
９
」
の
原
案
を
ま
と
め
、「
消
費
税
率
の
８
％
か
ら
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
を

予
定
し
て
い
る
」
と
明
記
し
、
増
税
を
前
提
に
経
済
財
政
運
営
を
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。 

 

４
月
の
内
閣
府
の
景
気
動
向
指
数
は
、
２
カ
月
連
続
で
景
気
の
「
悪
化
」
を
認
め
、
実
質
消
費
支
出
も

実
質
賃
金
も
１
年
前
と
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
で
、
今
年
１
月
～
３
月
期
の
個
人
消
費
も
、
昨
年
１０
月
～
１２
月 

 
 

 
 

 
 

期
に
比
べ
０
・
１
％
減
少
し
、
消
費
の
低
迷
は
つ
づ
き
、
輸
出
も
中
国
経
済
の
不
振
や
米
中
貿
易
摩
擦
な

ど
に
よ
っ
て
２
・
４
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
期
に
消
費
税
を
増
税
す
れ
ば
消
費
を
さ
ら
に
冷
や
し
景
気
を
後
退
さ
せ
、
く
ら
し
と
経
済
を
破

た
ん
さ
せ
る
だ
け
で
、
消
費
税
に
頼
ら
ず
、
大
も
う
け
し
て
内
部
留
保
を
た
め
込
む
大

企
業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
兵
器
の
瀑
買
い
を
や
め
、
く
ら
し
を
支
え
る

予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が
日
本
経
済
を
再
生
さ
せ
る
道
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 新宿区四谷で１６日開かれた、「四谷フェス２０１９」

で沼田市の農産物や特産品の販 

売がおこなわれました。 

 沼田市の野菜は人気が高く、 

販売開始と同時に多くの人が訪 

れ、１時間程度でほとんどの野 

菜が売れました。 

 ６月定例市議会で大東議員は、沼田市公共施設等総合管理計画の情報公

開や市民説明について、テラス沼田の問題点の改善や入居がされなかった

場所の活用、地域の課題解決にむけた地域づくりなどを質問しました。 

 沼田市公共施設等総合管理計画は、４０年間で４０％の公共施設を削減

するという計画で市長は、「計画の概要版を全戸配布し、説明会を実施し

周知理解に努めてきた。第１期アクションプランについても広報やホーム

ページで知らせ、市政懇談会で説明し理解を図っている」と答えました。 

 ６月定例市議会の最終日に沼田市学校給食センター（大原の旧利根西小

跡地に建設）の建築工事、空気調和設備工事、給排水衛生設備工事、厨房

機械設備工事の請負契約についての議案が提案され可決されました。 

 建築工事には６社が入札に参加し、萬屋建設（株）が７億４，８００万

円で落札し、空気調和設備工事には３社が入札に参加し、（株）オーケン

コーポレーションが２憶４，９７０万円で落札し、給排水衛生設備工事に

は３社が入札に参加し、反町工業（株）が２億９，０４０万円で落札し、

厨房機械設備工事は、日本調理機（株）群馬営業所と３億６，７４０万円

で随意契約しました。 

 新しい給食センターでは精米と炊飯をおこない地元産のお米を使った

給食を提供する予定で、工事は来年３月末までには完成しますが、給食の

提供は来年の２学期からおこなわれる計画です。 

 日本共産党参議院比例代表予定候補の梅村さえこさ

んが１７日、街頭から年金の１カ月５，０００円の底

上げ、消費税増税中止、最低賃金の引き上げなどくら                    

しを守る日本共産党の３ 

つの提案を訴えました。 

 梅村さんは、農産物直

売所で職員や元水上町

議会議員との懇談をお

こないました。 

 平川の義経伝説 

 利根町と日光市との境にそびえ 

る宿堂坊山（１９６８㍍）を源と 

する「泙川」沿いには、数多くの 

「義経伝説」が残されています。 

 旧平川小学校前の泙川に架かる 

橋は、「鎧（よろい）橋」と名づけられており、橋のすぐ下流

にある大きな岩は、「かぶと岩」とよばれています。 

 伝説では、追っ手から逃れこの地にたどり着いた義経主従

は、かぶとを取りはずし岩の上に置き、旅で汚れた体を川の

流れで清めしばらく休息をしたといわれ、平川の人たちはそ

れからこの岩を「かぶと岩」、橋を「鎧橋」とよぶようになっ

たと伝えられています。 

 「鎧橋」から東に約１㌖程度いったところに「上組住民セ

ンター」があり、義経や弁慶の木像が残されています。 

 住民センターが建設されるまでこの場所には、「判官堂」と

いうお堂があり、木造はそこに安置されていました。 

             近くには義経が水を飲んだとい

われている「判官井戸」があり、

さらに上流の奈良の対岸には、弁

慶が舞を舞ったといわれている

「舞台の平」とよばれる平らな場

所があるそうです。 

        訂正とお詫び 

 「やまびこＮＯ，６１０」の選挙管理委員補助員候補

の金子美代次氏の名前が「三代次」となっていましたが、

訂正しお詫びいたします。 


